<Translation and Notes> On the Record of Zenkunenkassen-ekotoba(『前九年合戦絵詞』) and Gosannenkassen-ekotoba(『後三年合戦絵詞』) in Sokashoshi (『桑華書志』) owned by the Sonkeikaku Library (尊経閣文庫) by 小口 雅史 & 遠藤 祐太郎
<史料紹介> 尊経閣文庫所蔵 『桑華書志』 にみえ
る 『前九年合戦絵詞』 『後三年合戦絵詞』 関係
記事














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































lilllI日（１．翠輻‐鞆小野…‐．・懸蝿驍蝿騨轌且劣酊蕊黙鰯轆甥畷鱒淨跨伊・鳰刈 ;ｶﾞポザ 山一Ⅲ’繭聯 町可・
瓦
）
町
田 ､識喀
剤：鐸一 鴬咄。
桑華書志４９３８ウ
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織部希、
近習之頭役、士口田織部ヲ以借請之、然辻ハ
ト
五
日
｛綱紀一
余帰国無穏二依テ、不開封返進之、余無
進
之
取
次
、
門
川
他事依望之、雌無其例、〈７年州川之時
彦助子山、
定
江
戸
服
徳
川
年
甲
干
し
月
廿
九
日
着
府
被残置候、余参府近付可因心併ト雛圧、当年
近
習
二
而
魎勝地図膨助ハ路、より参着、且雨湿及数月、Ⅱ有障事延引、
ノ
ー
今日１Ⅱ－〃Ⅱ赴彼第一招家人、俶鰯綜陥
一云々、
一位〃
州測糾陶剛含休々、向此Ⅱ限可申遣之間、
其節御家人持参之様二示談、
今Ⅱ同十六日奥方へ鮭井柿一箱持参候使葎、緬習
〈敬姫）
川上書棚川丘〈衛迄連垣之、即傳左衛門・弥一左衛門江之
川止也、他今川Ⅱ一Ⅱ一一Ⅱ之内、御家人衆持参と様一一
Ⅲ‐過之也、鰍川之往煙内編二
Ⅸ
徳
四
年
叩
午
１川勾廿五Ⅱ午刻、石川傳左衛門右巻物
染丼別館江持参、即対顔畢而饗応、
（
池
川
布
準
）
其後右衛門督殿江挨拶有之二付、重而
招之申含退出、細川牙釉Ⅶ蜥帖柵釧、
典在別紙、
腎之、持参之巻物之様式、
上
節
二
者
包
フ
ク
サ
無
之長一尺九寸一二分半幅一尺一一一寸五分
ｔ箱高六寸一一分板桐溜染州蓋一寸一一分
内
外
鎖菊但煮黒ミ紐紫、ンヶ打
尊経閣文庫所蔵「桑華書志」にみえる「前九年△、戦絵詞」「後一一一年△Ⅲ戦絵詞」関係記事（小口・遠藤）
銘
黒
漆
北ｗザ腓八鯲嘩聡肌草紙Ⅲ柵五分三巻イ巾而腓
給紫錦紗ノフクサ包長一尺七寸六分幅一尺・寸四分八厘許
内鮪高囚寸三分内外共梨了蓋九分半
鎧
菊
但
赤
銅
紐
紫
ア
ン
ダ
打
銘
金
粉
靴Ｗア併後三年蠣記いれ了旅半
蓋ノ裏一一注文
ｆ
巻
仲
個
朝
臣（持明院）〔情〕
中
巻
左
少
将
保
術（世邨圷）
下
巻
従
三
位
行
忠
卿
蓋工
飛騨守惟久
巻
物
之
題
銘
八幡太郎繪詞上中下同之
巻
物
之
友
帯
茶
色
余
欄
紐アンダ打紫
力竹上下丼小金物赤銅菊府竹分シ
軸
象
牙
三巻各花色地糯珠ヒトへ巻物を
少マトヒ別ちん打テマトヒ偶候也、四五
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（価腕》｜
池田勝入次子、
称
三
左
衛
門
尉
、
慶
長
五
年
冬
、
韓
吉
田
、
賜
播
磨
、
Ⅲ
十
七
年
秋
、
拝参議、
北
方
、
家
康
公
第
二
女
、
初
嫁
十
一八血一一
北
条
、
後
為
輝
政
室
、
産
次
男
忠
継三男忠雄、
忠
継
早
世
無
継
、
忠
雄
之
商
、
為
Ｎ
州
侯
、
嫡
子
〔Ⅱ〕
忠
隆
母
者
、
中
川清秀女也、
持
明
院
権
大
納
言
基定之男、
法
政
史
学
第
七
十
三
号
巻
物
之
長
詞
書
帯
之
幅
繪
之
帯
幅
上
巻
奥
書
中
巻
奥
書
下
巻
奥
書
詞
従
三
位
行
忠
卿
書
工
飛
騨
守
惟
久
近代之奥書如左、
右
後
三
年
軍
記
書
書
三
巻
者
、
播
磨
一
池
川
）
一
督
雄
一
宰相輝政卿北方棚蛸牢蛎側疎馴神君之
之
所
持
、
而
彼
家
突
世
之
琉
藏
也
、
玄
孫
（池川）
右衛門督士ロ明朝隙、恐其久而敗壊也、
｛
．
し
○
．
）
く
う
蕊
元
禄
十
四
年
辛
巳
冬
十
月
、
就
京
帥
而
修
補
焉
、
有
故
許
供
（東山天皇）
天
覺
、
聖
感
不
勘
、
墓
可
謂
希
世
之
勝
寶
突
、
修
補
功
成
、
請
干
余
、
欲
録
其
事
以
遺
後
喬
、
余
不
獲
辞
、
遂
書
以
贈
之
、
元
禄
十
四
辛
巳
冬
十
月
下
旬
（持明院）
特
進
藤
基
時
誌
本
史
料
の
前
半
部
で
は
、
正
徳
四
年
十
月
二
十
五
日
、
綱
紀
が
鳥
取
藩
池
田
家
秘
蔵
の
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
の
閲
覧
を
果
た
す
ま
で
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「後一一一年合戦絵詞』には、平安時代末期の承安元年（一
一
七
二
、
後
白
河
法
皇
の
命
を
承
け
て
静
賢
法
印
が
絵
師
明
実
に
（６）
描
か
せ
た
四
巻
か
ら
な
る
承
安
本
（
現
存
せ
ず
）
と
、
南
北
朝
時
代
の貞和一一一年（一一二Ⅲ七）頃、玄慧法印を中心として制作ざ
（７）
れ
た
六
巻
か
ら
な
る
貞
和
本
（
玄
餓
起
取
の
序
文
一
巻
を
伴
壱
う
。
池
川
家
旧
蔵
、
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
り
、
綱
紀
が
閲
覧
し
て
「
桑
（８）
華
書
士
心
』
に
書
き
留
め
た
の
は
後
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
貝
和
本
絵
詞の前半三巻は伝来の過程で散逸ｕ、また序文も別に伝来
し
た
の
で
、
綱
紀
が
見
た
の
は
本
来
の
四
・
五
・
六
巻
Ⅱ
に
該
当
す
る
「
上
巻
」
「
中
巻
」
「
下
巻
」
の
三
巻
で
あ
っ
た
。
貞
和
本
給
制
が
な
ぜ
鳥
取
藩
池
川
家
の
秘
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
か
、
こ
こ
で
そ
の
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
貞
和
本
絵
詞
は
一
六
世
紀
初
頭
ま
で
京
都
に
あ
っ
て
珍
重
さ
れ
て
い上洲、その後小田原北条氏の相伝するところとなった
（いかなる経緯でそうなったのかは不明）。天正十一年（一五八
一一一）、徳川家康の娘督姫（普宇子）は徳川・北条両氏の和睦
の
証
と
し
て
北
条
氏
直
に
嫁
い
だ
が
、
同
十
八
年
の
小
田
原
攻
め
の
結
果
高
野
山
へ
追
放
さ
れ
た
氏
直
と
離
縁
し
、
文
禄
二
年
二
五
九
四
六
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登
場
人
物
略
系
図
三
）
、
池
田
輝
政
（
小
牧
・
長
久
手
の
城
い
で
討
死
し
た
恒
興
の
次
男
）
に
再
嫁
し
た
。
黒
川
春
村
・
真
頼
の
「
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
連
の
過
程
で
、
貞
和
本
給
詞
は
督
姫
を
通
じ
て
北
条
家
か
ら
徳
川
家
、
そ
し
て
池
田
家
へ
と
将
来
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
（、）
い語う。輝政は当時一一一河吉田（愛知県豊橋市）の領主であったが、
後
に
関
ヶ
原
の
戦
功
に
よ
っ
て
姫
路
に
加
増
移
封
さ
れ
、
「
播
磨
宰
相
」
と
称
さ
れ
た
。
督
姫
と
の
間
に
次
男
忠
継
・
三
男
忠
雄
ら
を
儲
け
た
ほ
か
、
先
妻
（
中
川
清
秀
女
）
と
の
間
に
長
男
利
隆
が
い
た
。
前
川
利
家
Ｉ
利
長
－
Ⅱ
利
常
ｌ
光
高
池
田
恒
興
ｌ
輝
徳川護」榴櫻Ｉ家光Ｉ女
小
川
清
秀
ｌ
女
７
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
「
桑
華
書
志
」
に
み
え
る
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
」
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
関
係
記
事
（
小
口
・
遠
藤
）
~て政Ｔ
‘忠忠利
雄継
光
111
綱
ｌ１ｌｊ
吉
泰
隆
ｌ
光
政
吉敬
徳姫
慶長十八年（’六一一一一）～元和一一年（ニハ’六）にかけて輝
政
・
督
姫
・
忠
継
（
岡
山
藩
主
・
利
隆
が
相
継
い
で
死
去
し
た
結
（皿）
栄
、
中
心
継
の
弟
忠
雄
が
岡
山
藩
、
利
隆
の
子
光
政
が
鳥
取
藩
を
継
い
だが、寛永九年（一六一一一二）、忠雄の死去に伴い、両家が入
れ
替
わ
る
形
で
光
政
が
岡
山
藩
主
、
忠
雄
の
子
光
仲
が
鳥
取
藩
主
と
な
り
、
以
後
幕
末
に
至
る
ま
で
岡
山
藩
池
田
家
・
鳥
取
藩
池
川
家
と
し
て
続
い
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
貞
和
本
絵
訶
は
、
将
姫
の
血
を
引
く
鳥
取
藩
池
川
家
に
代
々
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
ある。本史
料
に
よ
れ
ば
、
綱
紀
が
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
に
関
心
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
「
先
年
」
、
「
松
平
机
模
守
殿
」
こ
と
池
川
光
仲
が
酒
井
忠
情
を
招
請
し
た
際
に
披
露
し
た
絵
詞
の
内
容
を
、
同
行
し
た
「
板
倉
市
正
殿
」
こ
と
板
倉
重
大
（
京
都
所
司
代
を
務
め
た
勝
重
の
四
男
）
か
ら
詳
し
く
聞
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
重
大
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
閏
三
月
几
Ⅱ
に
没
し
て
い
る
の
で
、
「
先
年
」
と
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
を
見
る
こ
と
は
綱
紀
の
実
に
数
二
十
年
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
鳥
取
藩
池
田
家
と
の
間
に
特
別
な
つ
な
が
り
は
な
く
、
そ
の
願
い
は
氷
ら
く
実
現
せ
ず
に
い
た
の
で
あ
る
が
、
転
機
が
訪
れ
る
。
元
禄
十
四
年
（
一
七
○
一
）
十
二
Ⅱ
、
綱
紀
（
当
時
五
十
九
歳
）
I几’
七
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は
江
戸
城
に
登
城
の
折
、
将
軍
徳
川
綱
吉
よ
り
息
女
を
「
因
幡
侍
従
」
こ
と
池
田
吉
泰
（
当
時
十
五
歳
）
に
嫁
が
せ
る
よ
う
命
を
受
け
た
。
士
口
泰
は
光
仲
の
長
男
綱
清
の
養
嗣
子
で
、
元
禄
十
三
年
五
月
、
綱
清
の
後
を
継
い
で
鳥
取
藩
主
と
な
り
、
何
年
十
一
月
、
将
軍
綱
吉
の
御
前
で
元
服
し
、
従
四
位
下
侍
従
に
叙
任
、
右
衛
門
督
と
な
り
、
綱
吉
の
謀
か
ら
一
宇
拝
領
し
て
吉
川
と
名
乗
っ
た
。
し
た
が
っ
て
翻
刻末尾に引かれた「近代之奥書」中に、「後三年合戦絵詞」
を
修
補
し
た
と
み
え
る
「
右
衛
門
督
吉
明
朝
臣
」
と
は
記
事
本
文
の
「
因
幡
侍
従
」
「
右
衛
門
督
殿
」
と
何
一
人
物
で
あ
る
吉
泰
と
改
め
た
の
は
後
年
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
人
名
表
記
は
「
吉
泰
」
に
統
一
す
る
）
・
宝
永
五
年
（
’
七
○
八
）
四
月
、
綱
紀
の
息
女
敬
姫
（
当
時
二
十
歳
）
が
吉
泰
の
許
に
嫁
ぎ
、
両
家
は
縁
戚
と
な
っ
た
。
綱
紀
は
そ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
の
閲
覧
を
娘
婿
（週）
士
口
泰
に
「
懇
請
」
し
、
正
徳
三
年
八
月
二
Ⅱ
、
つ
い
に
絵
詞
を
借
り
受
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
の
時
は
金
沢
へ
の
帰
国
が
間
近
に
迫
っ
て
い
た
た
め
開
封
せ
ず
に
返
却
し
た
も
の
の
、
翌
四
年
十
口
に
（ｕ）
再
度
交
渉
し
、
十
月
二
十
五
日
、
江
一
戸
の
染
井
別
館
に
お
い
て
「
後
三
年
合
戦
絵
訶
」
を
閲
覧
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
詳
し
い
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
表
に
ま
と
め
た
の
で
参
看
さ
れ
た
い
。
後
半
部
で
は
、
正
徳
四
年
当
時
の
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
の
存
在
形
態
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
巻
物
は
二
重
法
政
史
学
第
七
十
三
号
の
箱
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
外
箱
の
な
か
に
内
箱
が
、
内
箱
の
な
か
に
巻
物
三
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
た
。
笠
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
外
箱
・
内
箱
・
巻
物
で
そ
れ
ぞ
れ
題
銘
が
異
な
っ
て
お
り
、
当
時まだ定まった名称がなかったことがわ小融・また、最後
に
「
近
代
之
奥
書
如
左
」
と
し
て
引
川
さ
れ
て
い
る
元
禄
十
四
年
十
凡
下
旬
の
持
明
院
基
時
に
よ
る
修
剛
銘
は
、
貞
和
本
給
詞
原
本
で
は
（肥）
下
巻
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。
原
本
と
校
合
す
る
と
、
字
誰
叩
こ
そ
異
な
る
も
の
の
異
同
は
み
ら
れ
ず
、
正
確
な
引
用
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
単
に
「
後
三
年
合
戦
絵
訓
』
の
伝
来
過
程
に
お
け
る
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
年
次未詳とされてきた『後三年合戦絵詞」に触れた綱紀書棚
の
年
紀
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
っ
て
「
後
三
年
合
戦
絵
訶
」
閲
覧
を
め
ぐ
る
「
加
賀
藩
史
料
』
の
欠
を
補
い
得
る
点
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
に
関
す
る
諸
史
料
の
な
か
で
、
閲
覧
に
至
る
経
緯
や
当
時
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
豊
富
か
つ
詳
細
に
記
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
綱
紀
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
情
熱
と
深
い
学
識
の
な
せ
る
業
で
あ
り
、
宿
願
を
つ
い
に
果
た
し
得
た
感
慨
の
ほ
ど
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
綱
紀
ほ
ど
の
大
大
名
を
し
て
滅
多
に
披
見
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
が
、
当
時
い
か
に
珍
重
さ
れ
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
知
ら
れ
よ
う
。 四八
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表
『
後
三
年
合
戦
絵
訶
』
を
め
ぐ
る
綱
紀
の
動
き
Ⅱ’
＝壬辰口 _芒篝二、￣|mｌ １６Ⅱmｌ＝
跡露悪､や<週置糧「'xNl<糊iIimH§」ｕ篭八Ｎ『Ｑ「桓員針４口薄禦雇』「塑Ⅱ|幹〈ﾛ碁禦席」逐壁紀綿（÷□・掴蟹）
ヨ
員
和暦(西暦）
干
支
月
日
内
容
典
拠
加賀藩史料
編
一
真
数
元禄１４(1701）
辛
巳
1２1２１２
2２2６2９
将
軍
徳
川
綱
吉
よ
り
息
女
を
鳥
取
藩
主
池
田
吉
泰
に
嫁
す
べ
き
命
を
受
け
る
。
吉
泰
、
初
め
て
綱
紀
を
訪
問
．
綱
紀
、
初
め
て
吉
泰
を
訪
問
。
政
隣
記
政
隣
記
政
隣
記
5－５５７
5－５６０
５－５６０
宝永５（1708）
戊
子
４
６
三女敬姫、吉泰に嫁す□
政
隣
記
５－７９４
正徳２（1712）
壬
辰
４７
2１1５
吉
泰
に
宛
て
て
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
書
状
を
認
め
る
□
金沢発。参勤の途につく。（26日江戸着）
書
札
類
稿
註(13)参照
政
隣
記
５－９４９
正徳３（1713）
癸
巳
８８
２1１
近
習
頭
役
吉
田
織
部
に
命
じ
て
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
を
借
り
受
け
る
が
、
帰
国
が
間
近
に
迫
っ
て
い
た
た
め
、
開
封
せ
ず
返
進
す
る
。
江戸発垣Ⅱ帰国の途につく。（22日金沢着）
桑華書志4９
政
隣
記
５－９８５
正徳４（1714）
甲午
７1０1０1０
１８1５1６2５
金沢発。参勤の途につく二（29日江戸着）
池
田
家
家
中
の
者
（
本
来
は
仮
留
守
居
石
川
傳
左
衛
門
を
招
く
べ
き
と
こ
ろ
、
不
在
に
つ
き
絹
)
'
１
弥
一
左
衛
門
）
を
招
き
、
閲
覧
の
日
程
が
決
ま
っ
た
ら
池
田
家
家
中
の
者
に
こ
ち
らへ持参してもらうこととするこ，
奥方（吉泰正室敬姫＝綱紀息女）に鮭と柿１箱を贈る。また石lll傳左衛門.
絹)'1弥一左衛門へ宛てた口上書で、今月21～22日に『後三年合戦絵詞」をこ
ち
ら
へ
持
参
し
、
見
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
申
し
入
れ
る
。
石
川
傳
左
衛
門
、
染
井
別
館
（
加
賀
藩
江
戸
藩
邸
中
屋
敦
）
持
参
。
綱
紀
、
閲
覧
を
果
た
す
｡
'
､
｢後三年合戦絵詞』を
御
年
表
桑華書志4９
桑華書志4９
桑華書志4９
６－１３
正徳５（1715）
乙
未
９
４
江戸発。帰国の途につく。（15日金沢着）
政
隣
記
6－３０
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二
「
桑
華
書
志
』
七
四
（
見
聞
書
）
に
み
え
る
『
前
九
年
合
戦
絵
詞
』
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
関
係
記
事
「
桑
華
書
志
』
の
な
か
に
は
も
う
一
箇
所
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
に
言
及
し
た
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
『
前
九
年
ム
ロ
戦
絵
詞
』
と
セ
ッ
ト
で
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
参
考
ま
で
に
、
以
下
に
そ
の
全
文を掲げる。
〔
桑
華
害
志
〕
七
四
兇
間
書
奥
羽
軍
記
行
成
ヨ
リ
五
代
前
九
年
之
記
加
賀
宰
相
藏
繩碗肺侍従”
杜捲針州鍬州繩詞書世尊寺行忠卿
書
工
飛
騨
守
惟
久
東
鑑
巻
十
九
承
元
四
年
十
一
月
廿
三
日
記
云
奥州十二年合戦繪自一京都轌被し召刈
下之一今日御覧伽鍵鵬し肌讃斗恥卜
其詞一云々
法
政
史
学
第
七
十
三
号
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
』
の
成
立
や
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
後
三
年
合
戦
絵
訶
』
以
上
に
不
明
な
点
が
多
い
。
現
存
す
る
古
本
に
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
本
と
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
と
が
あ
るが（いずれも断簡で大半を欠く）、前者は後者よりもやや先
行
す
る
「
鎌
倉
時
代
中
期
、
十
三
世
紀
後
半
も
あ
ま
り
末
期
に
な
ら
ぬ頃」に製作されたものとみ且畑、もと溝口禎次郎氏（東
京帝室博物館列、叩梛鼬、号宗文）の遺愛口叩であった。溝口家
に
入
る
以
前
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
加
賀
地
方
よ
り
出
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
綱
紀
の
記
し
た
「
加
賀
宰
相
蔵
」
の
「
前
九
年
之
記
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
可
能
性
も
あ
る
。
「
訂
正
増
補
考
古
両
譜
』
窪習魁豐薑驫↓
（
一
二
八
一
一
行忠者永徳元年莞一壽七十歳
又
按
自
承
元
四
年
至
観
應
元
年
一
百
四
十
一
年
同
然則今所見存十一一年、記後世以承元｛口洛
ノ
（
『
二
○
四
）
巻十八元久元年十一月廿六口ｕ記云
セ
一
一
都
レ
セ
家日來仰二書工於二京竺被し図卍一將
ノ
ワ
ス
戦繪ムフ日到來掃部頭入道所二
几
ノ
ー
ナ
ル
壜也一一十筒巻納一蒔繪櫃二殊
愛云
（々
一
二
五
○
一
行
尹
観
應
元
年
蕊
時
行
忠
一
二
十
九
歳
五
○
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には、前
九
年
合
戦
絵
詞
六
巻
〔補〕本朝画図品目云、前九年絵一巻、模本、在二松
平
加
賀
守
家
弍
在
河
内
国
誉
田
□
□
□
、
倭錦云、筆者不し定、前九年合戦、
〔水か〕
模本奥聿日云、暦応康承頃、詞聿日、世尊寺行尹卿、
二
七
九
六
）
原
図
、
松
平
加
賀
守
殿
所
蔵
、
寛
政
八
内
辰
年
十
月
中
旬
写し之、住吉内記、（後略）
とｆ似、加賀藩前田家に『前九年合戦絵詞』が伝わってい
た
の
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
綱
紀
が
自
ら
が
所
蔵
す
る
「
前
九
年
之
記
」
と
「因幡侍従」こと娘婿池田吉泰が所蔵する「後三年之記」
の
両
者
を
〈
口
わ
せ
て
「
奥
州
十
二
年
合
戦
絵
訶
」
と
認
識
し
て
い
る
点である。『前九年合戦絵詞」は、綱紀が引く「吾妻鏡』
承
元
四
年
十
一
月
二
十
三
日
条
で
は
「
奥
州
十
二
年
合
戦
絵
」
と
記
されており、「看聞御記』永享一一一年（’四一一一）’’一月一一十三
日
条
で
も
、
尊
経
闇
文
庫
所
蔵
「
桑
華
書
志
」
に
み
え
る
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
」
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
関
係
記
事
（
小
口
・
遠
藤
）
以一善首座一申出□十二年合戦絵五巻、後三年合戦絵六
巻、弥益大領絵三巻鮒雌守已上十四巻借給。（傍線、引用者）
抑自一禁裏・絵可二尋進・之由被一仰下弐一冊勧修寺門跡絵
と、「後三年合戦絵六巻」（頁和本）とは別に「十一一年合戦
絵
五
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
元
々
は
前
九
年
合
戦
を
指
（皿）
して「十二年△口戦」と称していたのを、時代が下るにつれ
て前九年十後一一一年Ⅱ十二年〈口戦とする兄方が広まってゆ
き
、
江
戸
初
期
の
頃
に
は
そ
れ
が
一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
本
史
料
も
そ
の
こ
と
を
示
す
一
つ
の
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
綱
紀
は
、
自
ら
が
「
前
九
年
之
記
」
を
所
蔵
し
て
い
た
が
ゆ
え
に、ぜひともその〃片割れ〃たる「後三年之記」を見たい
と
強
く
希
望
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
「
訓
書
世
尊
字
行
尹
卿
」
は
、
綱
紀
の
傍
注
・
頭
注
に
あるとおり「後一一一年合戦絵訶」下巻（もと第六巻）の詞書
筆
者
行
忠
の
父
で
あ
る
□
歴
博
本
・
東
博
本
と
も
に
本
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
詞
書
筆
者
の
注
記
は
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
綱
紀
が
書
き
留
め
た
の
は
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
た
だ
巻
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で（すでにこの頃零巻であったか）、世尊寺行孤が揮毫した範
囲
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
以
上
、
「
桑
華
害
志
』
に
み
え
る
、
近
世
期
の
「
後
三
年
合
戦
絵
詞』等の閲覧をめぐる、学界未紹介の、前田綱紀周辺の動
き
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
て
み
た
。
こ
の
池
田
家
旧
蔵
の
「
後
三
年
お
わ
り
に
五
一
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法
政
史
学
第
七
十
三
号
合戦絵詞」が「天下に普く名品」であることから、これを
もとに多くの転写本が生じ、前田綱紀自身も原寸大に書写
させたといわれて乢秘・本稿で紹介した『桑華書志」の記
述からわかるように、彼の「後一一一年合戦絵詞」への異常な
までの執心ぶりからすれば、それは十分あり得ることであ
るが、必ずしもその実態はまだ明らかではない。「後三年
合戦絵詞」の近世期の伝来過程については、このように未
解決の問題もなお残るが、紙数も尽きたので、とりあえず
ここで欄筆することとする。
主一一一】ロ
（１）「桑華字苑と桑華書志ｌ前山綱紀のノートー」（『石川県
立美術館だより」一一○一、一一○○○年）。『桑華字苑」「桑
華書志」向書を早く世に紹介した近藤盤雄編『加賀松雲
公」（羽野知顕、一九○九年）には「桑華書志の起稿は約
ほ宝永以後にあり。其中「求遺書」と題するもの十冊。
「見聞書」と題するもの六冊。「家蔵書」と題するもの十一一一
冊ありて。別に之に附属するもの亦た若干あり。大抵宝永
以後。公親閲する所の書の解題を録するものにして。間々
学士等の考証をも付記せらる」（中巻・第一編第九章第一一
節第一一項）とある。
（２）早く太田品二郎氏は、「桑華書志」について世に紹介し
たものが「加賀松雲公」（註（１）前掲書）だけであるこ
とを惜しみ、「今示そうとする所の歌書Ⅱ録の如き、貴重
なる侠書のかたみを留める記事、或いは又Ⅲ籍の出向伝来
を徴するに足りる記載等の極めて多きを見て、其の抄録な
りとも刊行せられんことを願望して巳まない」と述べてい
る（向「「桑唯書志」所載「古蹟歌書目録」ｌ「今鏡」著
者問題の一徴證などＩ」〈「日本学七院紀要」一二’一一一、一
九五四年一後に「大川川叩二郎著作集」二、吉川弘文館、一
九九一年所収〉注七）。
（３）尊経闇文庫に架蔵される「桑蕪書志」には、綱紀Ⅲ筆の
原本のほかに、「明治の頃前田家に於て作製した副本」（大
山品二郎註（２）前掲論文・注五一一）がある。今回の調査
では、最初に副本を閲覧させていただき、改めて尊経閣文
庫に依頼した結果、後Ｈ、原本に接することができた。両
者を比較すると、字詰や行数に差異があり、副本は原本の
忠実な模本というわけではない。
なお、「桑華書志」中には今川紹介する記事の他に、「蝦
夷人物側」「清原氏署系」「諏訪御縁起」など、興味深い評
名が頻出する。
（４）笠栄治「後三年記の研究上」（『長崎大学教養部紀要
（人文科学）』九、一九六八年）一一頁。同「「後一一一年合戦絵
詞」とその伝承」（「語文研究」一一一一・一一一一一、一九七一年）
の同頭にも同旨の記述がある。
なお、「奥州後三年記」とは、一般に「後一二年合戦絵詞」
五
二
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の
詞
書
部
分
に
対
す
る
呼
称
、
な
い
し
は
詞
書
部
分
だ
け
を
抽
出
し
て
一
書
と
な
し
た
も
の
の
こ
と
。
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
洛
陽
今
出
川
書
堂
刊
「
奥
羽
軍
志
」
や
「
群
書
類
従
」
巻
三
六
九
（
〈
Ⅱ
戦
部
二
所
収
の
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
諸
本
が
伝
わ
っ
て
い
る。
（
５
）
鈴
木
登
美
忠
「
太
平
記
の
成
立
と
本
文
流
動
に
関
す
る
諸
問
題
Ｉ
雑
良
校
合
本
人
ｒ
記
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
瓶
記
と
語
り
物
」
七
、
一
九
七
○
年
）
八
一
～
八
二
画
。
（６）「上川記」承安川年（一一七四）三川十七Ⅱ条、「順爾記」
文安元年（一川四四）閏六Ⅱニトーーー日条。
（７）「後一一一年合戦絵訶」序文。
（
８
）
「
内
箱
」
の
「
蓋
ノ
裏
二
注
」
さ
れ
た
ｋ
・
中
・
下
各
巻
の
訓
書
筆者および川Ⅵ飛騨守惟久の名が、「実降公記」水正一－．年
（
一
五
○
六
）
十
一
Ⅱ
十
二
Ⅱ
条
お
よ
び
現
存
貞
和
本
絵
訓
に
み
え
る
そ
れ
ら
と
一
致
す
る
。
（
９
）
註
（
８
）
前
掲
「
実
降
公
記
」
何
Ⅱ
条
で
は
六
巻
あ
る
旨
明
記
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
小
川
原
北
条
氏
へ
の
伝
来
の
過
秘
で
前
半
の
二
巻
が
失
わ
れ
た
も
の
か
。
た
だ
、
衆
知
の
ご
と
く
、
鏑
一
巻
に
つ
い
て
は
そ
の
訓
丼
の
み
が
「奥州後一一一年記止」として伝わっており、第一一巻・第一一一巻
に
つ
い
て
も
そ
の
粗
筋
は
註
（
６
）
前
掲
「
康
富
記
」
同
Ⅱ
条
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
型
註
（
８
）
前
掲
「
実
隆
公
記
」
同
Ⅱ
条
。
（
、
）
「
訂
正
増
補
考
古
Ⅲ
譜
」
巻
五
古
都
「
後
三
年
合
戦
絵
訶
」
（
黒
川
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
「
桑
華
書
志
」
に
み
え
る
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
」
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
関
係
記
事
（
小
口
・
遠
藤
）
真
道
編
「
黒
川
真
頼
全
集
』
｜
〈
同
書
刊
行
会
、
一
九
一
○
年
〉
）
一
五
九
～
一
六
○
頁
。
（
ｕ
）
鳥
取
藩
主
は
当
初
輝
政
の
弟
長
吉
の
系
統
で
あ
っ
た
が
、
長
吉
の
＋
長
幸
が
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
備
中
松
山
に
移
封
と
な
っ
た
後
、
姫
路
よ
り
光
政
が
移
封
さ
れ
た
。
（
、
）
こ
の
間
の
「
懇
請
」
の
一
端
を
伝
え
る
綱
紀
の
将
状
が
「
余
沢
巾
山
」
資
料
編
３
近
阯
一
辮
花
と
城
飢
（
金
沢
巾
、
、
九
九
九
年
）
輔
一
編
第
二
章
第
ｎ
節
Ⅲ
ザ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
御
、
筆
以
別
紙
巾
達
候
、
ｎ
本
得
御
意
候
、
絵
図
巻
物
内
々
見
申
度
存
候
得
共
、
次
年
無
御
座
候
故
指
扣
申
候
、
乍
然
歳
及
至
極
重
而
在
府
難
斗
儀
候
条
、
其
御
地
二
御
座
候
者
当
年
之
御
留
守
被
相
勤
候
衆
江
御
預
殻
可
被
成
哉
、
左
候
得
昔
参
府
什
御
表
迄
へ
致
伺
公
候
時
分
御
留
守
之
衆
江
申
入
一
覧
可
仕
候
、
若
又
御
国
許
二
御
座
候
者
秋
冬
之
内
御
家
来
衆
江
戸
江
被
遣
候
節
持
参
被
仰
付
可
被
下
候
、
態
与
被
遣
候
儀
絆
必
御
川
捨
可
彼
成
候
、
御
蛎
多
時
分
叩
雅
候
得
共
如
此
御
嘩
候
以
ｌ》
氷
Ｈ
｜
「辰」
｜
Ⅱ
川
綱
紀
一
Ⅱ
Ｍ
１
ご
山
川
Ⅱ
一
Ⅱ
ｌ
ｆ
計
（
鳥
取
勝
池
川
と
、
楽
）
右
衛
門
督
様
（
尊
緑
闇
文
庫
「
書
札
類
稿
」
十
五
）
（傍線、引用特）
「
金
沢
巾
史
」
で
は
「
年
未
詳
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
桑
薙
諜
八
幡
太
郎
義
家
御
二
年
之
五
Hosei University Repository
（
川
）
「
訂
正
増
補
考
古
画
譜
」
巻
七
世
部
「
前
九
年
合
戦
絵
訶
」
（
「
黒
（
旧
）
宮
次
男
「
奥
州
十
二
年
合
戦
絵
の
零
巻
に
つ
い
て
」
（
「
美
術
研
究」二一一一七、一九六五年）一四二頁。
（
岨
）
溝
口
氏
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
小
野
真
由
美
「
溝
口
禎
次
郎
模
花
下
遊
楽
図
屏
風
抜
写
」
（
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」
六
○
七
、
二
○
○
七
参
石
さ
れ
た
い
。
（
Ⅳ
）
註
（
Ⅲ
）
参
照
。
（旧）宮次男「奥州．
志
」
の
「
因
幡
侍
従
不
思
寄
為
二
縁
者
・
故
一
「
頃
年
懇
請
之
」
と
い
う
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
書
状
は
、
綱
紀
が
吉
泰
の
縁
戚
と
な
っ
た
宝
永
五
年
以
降
で
、
初
め
て
一
日
一
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
を
手
に
し
た
正
徳
三
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
付
に
付
せ
ら
れ
た
朱
書
「
辰
」
か
ら
推
定
す
る
と
、
正
徳
二
年
Ｔ
壬
辰
年
）
の
も
の
と
推定される。
（
ｕ
）
染
井
に
は
加
賀
滞
江
戸
滞
邸
の
う
ち
、
中
雌
敷
が
あ
っ
た
。
（
連
持
明
院
蛾
時
は
、
本
文
で
次
に
触
れ
る
「
近
代
之
奥
灘
」
に
お
い
て
、
修
補
成
っ
た
巻
物
の
題
銘
で
は
な
く
、
内
箱
の
題
銘
で
あ
る
「
後
三
年
軍
記
」
を
採
用
し
て
い
る
。
綱
紀
は
、
吉
泰
に
宛
て
た
註
（Ｂ）前掲書状では「（八幡太郎義家）御三年之絵図巻物」
と
記
し
、
後
述
す
る
「
桑
華
書
志
」
七
Ｗ
で
は
「
後
三
年
之
記
」
と
記
し
て
い
る
。
（
焔
）
比
較
的
鮮
明
な
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
古
谷
稔
「
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
の
訶
害
筆
者
と
書
風
」
（
日
本
絵
巻
大
成
焔
「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）
二
一
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
法
政
史
学
第
七
十
三
号
年）を参照。
［
謝
辞
］
今
回
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
の
関
係
者
各
位
に
厚
く
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
「
桑
華
書
志
」
当
該
部
分
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
法
政
大
学
教
授
澤
登
寛
聡
氏
・
川
兼
任
榊
帥
木
村
涼
氏
の
ご
教
示
を
得
ま
し
た
。
末
足
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
川真頼全集」こく図書刊行会、一九一○年〉）一七～一八
頁。
（、）この他にも、「古事談」第四に「伊与人道頼義者（中略）
十二年征戦之間、殺し人罪不Ｌ可：勝計」、「愚管抄」第四に
「頼義ガ貞任ヲセムル十二年ノタ、カイ」、「古今著聞集」
巻
九
に
「
十
二
年
の
合
繊
に
立
任
は
う
た
れ
に
け
り
」
な
ど
と
み
え
る。
（皿）笠栄治「「後一一一年合戦絵詞」とその伝承」（「語文研究」
一一一一・一一三、一九七一年）・同「「奥州後一一一年記」の成立」
（
栃
木
孝
惟
編
「
軍
記
文
学
の
始
発
ｌ
初
期
軍
記
」
軍
記
文
学
研
究
叢
書
２
、
汲
占
書
院
、
二
○
○
○
年
）
。
五
四
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